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今号の主な内容

お知らせ～ Information

第８回石田波郷俳句大会作品を募集

…4・5 面

…６～８面

…２面

　清瀬市内で撮影が行われた是枝裕和監督の映画『海よりもまだ深く』が、
５月 21 日㈯に全国公開となります。それを記念し、作品概要とともに市
内のロケ地情報の一部を紹介しますので、映画をご覧になって確かめてみ
てはいかがでしょうか。　  問合せ　秘書広報課広報広聴係☎ 497・1808

　笑ってしまうほどのダ
メ人生を更新中の中年

男、良多（阿部寛）。15 年前に文
学賞を１度とったきりの自称作家
で、今は探偵事務所に勤めている
が、周囲にも自分にも「小説のた
めの取材」だと言い訳している。
元妻の響子（真木よう子）には愛
想を尽かされ、息子・真悟の養育
費も満足に払えないくせに、彼女

に新恋人ができたことにショックを
受けている。そんな良多の頼みの
綱は、団地で気楽な独り暮らしを
送る母の淑子（樹木希林）だ。あ
る日、たまたま淑子の家に集まっ
た良多と響子と真悟は、台風のた
め翌朝まで帰れなくなる。こうして、
偶然取り戻した、一夜限りの家族
の時間が始まるが──。

5 月 21 日㈯いよいよ全国公開

『海よりもまだ深く』‐ (C)2016 フジテレビジョン バンダイビジュアル AOI Pro. ギャガ

海よりもまだ深く
是枝裕和監督作品

STORY

是枝監督が暮らした旭が丘団地
　撮影地に清瀬が選ばれた理由は、是枝裕
和監督自身と清瀬との深いつながりにあり
ます。映画の中心的な撮影地である旭が丘
団地に、監督は９歳から 28 歳までの間、
暮らしていたのです。1967 年に入居が開
始され、是枝監督の卒業した清瀬第三中学
校も、団地の入居に合わせて開校しました。

野塩団地（タコ公園）
　劇中でも特に印象的なシーンで登場す
るタコの遊具がある公園は、旭が丘団地
ではなく、野塩団地にある公園で撮影が
行われました。近くには貯水塔もありま
した。しかし撮影後、残念ながら遊具は
取り壊されてしまいました。

西武池袋線清瀬駅
　清瀬のメイン玄関。映画では、階段途中
のそば屋で「春菊天玉そば」を食べるシー
ンなどで登場します。

『海よりもまだ深く』
パネル展

是 枝 裕 和 監 督 ト ー ク シ ョ ー開 催
決 定

５月 23 日㈪まで、クレア
ギャラリー（クレアビル
４階）でポスターや映画
撮影風景のパネル展示を
開催中です。

SPOT
1

クレアギャラリー（クレア
ビル４階）で開催中

SPOT
2

SPOT
3

防
災
・

減
災
対
策
事
業
に
ご
参
加
を

　

４
月
14
日
以
降
に
発
生
し
た
「
平
成
28
年
熊
本
地

震
」
で
は
多
数
の
家
屋
が
倒
壊
し
、
多
く
の
避
難
生

活
者
が
発
生
す
る
な
ど
、
防
災
対
策
に
は
ま
だ
課
題

が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
な
か
、
市
で
は
防

災
・
減
災
対
策
の
た
め
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

清
瀬
市
・
清
瀬
消
防
署
合
同
総
合
水
防
訓
練

１
平
成
28
年
度
「
東
京
防
災
」
学
習
セ
ミ
ナ
ー

２
「
立
川
防
災
館
」で
防
災
体
験
学
習
会

３
　

首
都
直
下
型
地
震
の
発
生
も

危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
防
災

体
験
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
、

先
着
30
人

日
時　

６
月
５
日
㈰
午
前
９
時

～
午
後
２
時
ご
ろ

場
所　

立
川
防
災

館
（
立
川
市
泉
町
）。
集
合
は

清
瀬
市
役
所

申
込
み
・
問
合
せ　

５
月
16
日

午
前
８
時
30
分
か
ら
直
接
ま
た

は
電
話
で
防
災
防
犯
課
防
災
係

☎
497
・
１
８
４
７
へ

　

昨
年
個
別
配
布
し
た
「
東
京

防
災
」
を
機
に
、
自
助
・
共
助

へ
積
極
的
に
取
り
組
む
方
の
意

欲
に
応
え
る
た
め
、
自
主
防
災

組
織
や
自
治
会
な
ど
で
学
習
セ

ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

上
半
期
＝
６
月
27
日
㈪

～
10
月
31
日
㈪
、
下
半
期
＝
11

月
14
日
㈪
～
平
成
29
年
３
月
15

日
㈬

※
開
催
時
間
・
場
所
な
ど
詳
し

く
は
左
記
へ
。

申
込
み
・
問
合
せ　

５
月
25
日

ま
で
に
㈱
ブ
レ
ー
ン
シ
ッ
プ
☎

03
・
３
５
４
７

・
３
３
３
１
へ

　

近
年
頻
発
す
る
大
型
台
風
や

ゲ
リ
ラ
豪
雨
へ
対
応
す
る
た

め
、
今
年
度
も
総
合
水
防
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。
水
害
対
策
を

主
と
し
た
内
容
で
す
が
、
清
明

小
会
場
で
は
地
震
対
策
も
意
識

し
た
住
民
主
導
型
の
避
難
所
運

営
訓
練
も
実
施
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
下
宿
地
域
市
民
セ
ン

タ
ー
会
場
で
は
、
市
・
消
防
署
・

消
防
団
・
警
察
署
・
関
係
機
関

に
よ
る
土
嚢の

う

工
法
や
倒
木
対
応

訓
練
な
ど
も
実
施
し
ま
す
。

日
時　

５
月
21
日
㈯
清
明
小
会

場
＝
午
前
８
時
15
分
～
９
時
30

分
、
下
宿
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

会
場
＝
午
前
10
時
～
11
時

場
所　

清
明
小
・
下
宿
地
域
市

民
セ
ン
タ
ー

※
会
場
へ
は
公
共
交
通
機
関
な

ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

防
災
防
犯
課
防
災
係

☎
497
・
１
８
４
７

特集
住み慣れた地域で「健幸」で安心して暮らすために
～地域包括ケアシステムに向けた取り組みを紹介します

52 52

※あなたの郵便番号・
住所・氏名を記入して
ください。返信用裏面
は無記入で結構です。

是枝裕和監督
トークショー
申込み

１ 住所
２ 氏名（ふりがな）
３ 生年月日
４ 電話番号 

204-8511
204-○○○○

清瀬市○○
　○丁目○○番
  ○○○○様 秘書広報課行

清瀬市

返信用（表） 往信用（裏） 往信用（表）
【申込み往復はがき記入例】

※１通で２人分応募する場合は、往信用（裏）に、必ず応募する２人分
の住所・氏名（ふりがな）・生年月日・電話番号を記入してください。

　是枝監督を招いてのトークショーを開催します。映
画や清瀬について、監督自身が語る貴重な機会です。
対象　清瀬市に住民登録のある方。180 人（応募者多
数の場合は抽選。未就学児の入場は不可）
日時　６月 11 日㈯午後７時～８時 30 分（終了の時間
は予定。開場は午後６時 30 分～）
場所　アミューホール

※往復はがき１枚に付き２人分応募可。２人分応募希
望の方は、２人分の住所・氏名・生年月日・電話番号
を記入してください。なお２人とも清瀬市に住民登録
がある方が対象です。当落は返信はがきで通知します。
申込み・問合せ　６月１日（消印有効）までに往復は
がきに必要事項を記入（右記参照）し、秘書広報課広
報広聴係☎ 497・1808 へ
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ま
ち
も
同
じ
で
す
。
清
瀬
も
か
つ
て
病
院
の

ま
ち
だ
、
お
金
の
な
い
ま
ち
だ
と
自
虐
的
で

し
た
が
、
平
成
の
時
代
に
入
っ
て
か
ら
日
本

社
会
事
業
大
学
、
明
治
薬
科
大
学
が
移
転
し

て
き
て
、看
護
大
学
校
も
設
立
さ
れ
る
な
ど
、

明
ら
か
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
原

点
で
あ
る
833
年
の
「
悲
田
処
」
創
設
、
続
く

江
戸
時
代
の
「
ふ
せ
ぎ
」、
そ
し
て
昭
和
の

東
洋
一
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
そ
の
後
の
結
核

研
究
所
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
研
究
所
な
ど
の
世
界
健
康

平
和
へ
の
貢
献
、
そ
う
し
た
清
瀬
の
尊
さ
が

発
露
さ
れ
る
流
れ
の
勢
い
が
更
に
増
し
て
、

つ
い
に
「
海
よ
り
も
ま
だ
深
く
」
の
映
画
が

生
み
出
さ
れ
た
と
も
言
え
る
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

　

監
督
の
コ
メ
ン
ト
で
す
。「
昨
年
に
続
い

て
ま
た
、
カ
ン
ヌ
で
自
作
の
ワ
ー
ル
ド
プ
レ

ミ
ア
を
行
え
る
と
い
う
の
は
本
当
に
嬉
し

い
限
り
で
す
。
今
回
は
、「
あ
る
視
点
」
部

門
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
の
作
品
に
と
っ

て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
場
所
を
与
え
て
い
た
だ

い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。『
海
よ
り
も
ま
だ

清
瀬
市
長

深
く
』
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
色
豊
か
な
、
小
さ

な
小
さ
な
元
家
族
の
物
語
が
カ
ン
ヌ
の
観
客

の
皆
さ
ん
に
ど
ん
な
ふ
う
に
受
け
止
め
て
も

ら
え
る
の
か
？　

僕
自
身
、
今
か
ら
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
」。
阿
部
寛
さ
ん
の
コ
メ
ン

ト
の
一
部
で
す
。「
い
つ
か
は
カ
ン
ヌ
国
際

映
画
祭
で
上
映
さ
れ
る
映
画
に
出
演
で
き
た

ら
、
と
願
っ
て
い
た
僕
自
身
の
夢
は
、
…
こ

の
よ
う
に
叶
い
…
」。
真
木
よ
う
子
さ
ん
の

コ
メ
ン
ト
の
一
部
。「
団
地
を
舞
台
に
家
族

の
日
常
を
描
い
た
こ
の
物
語
は
私
が
と
て
も

大
好
き
な
作
品
で
す
。
世
界
の
方
々
に
観
て

い
た
だ
け
る
の
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
」。
是
枝
監
督
、
関
係
者
の
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
喜
べ
ば　

喜
び
事
が　

喜
ん
で　

喜
び

連
れ
て　

喜
び
に
来
る
」。
小
さ
な
さ
さ
や

か
な
喜
び
を
本
当
に
心
か
ら
喜
び
、
と
に
か

く
「
喜
び
癖
」
を
付
け
て
、
清
瀬
を
明
る
く

し
て
い
こ
う
と
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
努

力
し
て
き
ま
し
た
が
、
つ
い
に
超
で
か
い
喜

び
が
清
瀬
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

５
月
21
日
か
ら
全
国
公
開
さ
れ
る
清
瀬
が

主
な
舞
台
の
映
画
、
是
枝
監
督
の
作
品
「
海

よ
り
も
ま
だ
深
く
」
が
今
月
11
日
～
22
日
の

カ
ン
ヌ
映
画
祭
に
出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。
旭

が
丘
団
地
、
け
や
き
通
り
、
清
瀬
駅
北
口
な

ど
を
カ
ン
ヌ
で
世
界
中
の
人
が
観
て
い
ま

す
。

　
「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
」、
こ
の
釈
尊
の
教

え
は
、
い
た
だ
い
た
己
の
命
の
そ
の
ま
ま
で

十
分
に
尊
い
、
そ
の
尊
さ
に
気
付
け
ば
人
生

は
道
が
開
く
と
い
う
意
味
だ
と
思
い
ま
す
。

※
今
回
の
俳
句
は
「
第
７
回
石
田
波
郷
俳
句
大
会
」
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
か
ら
。
学
年
は
大
会
時
。

小
・
中
学
生
の
俳
句
を
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

選
評
＝
石
田
波
郷
俳
句
大
会
実
行
委
員
会

●
こ
い
の
ぼ
り
ぐ
ん
ぐ
ん
の
ぼ
る
空
の
川

　
　
　
　

二
中
一
年　

藤
谷
拓
実

　
（
評
）
五
七
五
の
定
型
に
季
語
は
一
つ
。
こ
れ
が
俳
句
の
大
き
な
約
束
だ
が
、
こ
の

二
つ
の
要
素
が
う
ま
く
連
動
し
た
と
き
の
効
果
は
実
に
素
晴
ら
し
い
。
こ
の
句
の

五
七
五
の
リ
ズ
ム
の
心
地
よ
さ
、「
こ
い
の
ぼ
り
」
と
い
う
季
語
が
誘
っ
て
く
れ
る
青

空
、
風
の
イ
メ
ー
ジ
。「
ぐ
ん
ぐ
ん
」
と
い
う
オ
ノ
マ
ト
ペ
も
成
功
し
た
。

●
母
の
日
に
い
っ
し
ょ
に
植
え
た
記
念
の
木　
　

四
中
一
年　

増
田
明
日
華

　
（
評
）
俳
句
で
は
五
月
初
め
の
「
立
夏
」
以
降
は
夏
。
従
っ
て
、
五
月
の
第
二
日
曜
の

「
母
の
日
」
は
夏
の
季
語
。
ア
メ
リ
カ
起
源
だ
が
、
日
本
で
も
定
着
し
た
。
こ
の
句
は

何
も
言
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
、
母
子
の
仲
の
良
さ
、
互
い
の
信
頼
感
と
い
っ
た
も
の

が
十
分
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
れ
が
俳
句
と
い
う
短
詩
形
の
力
。

●
父
さ
ん
と
身
長
同
じ
に
な
っ
た
夏　
　
　
　
　
　

清
中
三
年　

紺
野
玄

（
評
）
こ
の
句
も
、
夏
と
い
う
季
語
を
使
っ
て
は
い
る
が
、
六
月
の
「
父
の
日
」
を
背

景
に
し
て
い
る
感
じ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
子
ど
も
は
ぐ
ん
と

成
長
す
る
。
自
分
で
も
び
っ
く
り
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

を
見
て
い
る
お
父
さ
ん
の
微
妙
な
表
情
も
浮
か
ん
で
く
る
か
ら
面
白
い
。

　清瀬消防少年団は、４月 10 日、中清戸地域市民センターで「平成
28 年度入卒団進級式」を行いました。
　総勢 47 人の団員達は、「火の用心に努めます」「礼儀正しくします」

～新入団員 11 人を迎えて～

「清瀬消防少年団 平成28年度入卒団進級式」が行われました

などの「七つの
ちかい」を胸に、
社会の基本的な
ルールを守り、
思いやりの心を
持った責任感の
ある大人に育つ
よう日々の活動
に取り組んでい
ます。 清瀬消防少年団の皆さんと関係者の方々

　身近なイベントや、まちかどの
話題を皆さんから募集しています。

街 頭 募 金 に ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た
　４月 18 ～ 20 日の熊本地震で被害に
遭った方々への支援のために、市職員
のボランティアによる義援金の募金活
動を清瀬駅・秋津駅周辺で行いました。
　皆さんの温かいご好意により、３日
間で 1,091,335 円もの募金が集まりま
した。いただいた募金は、日本赤十字
社を通して被災地に送られます。ご協
力ありがとうございました。

募金活動にご協力くださる方々募金活動にご協力くださる方々

爆
笑
!!
「
落
語
」
と
「
な
ん
ち
ゃ
っ
て
邦
楽
講
談
」

～
お
も
し
ろ
講
談
と
三
味
線
の
コ
ラ
ボ

　５月３日、円通寺・観音坂の三差
路で、清瀬に古くから伝わる民俗行事

「ふせぎ」が行われました。
　平成元年 3 月に東京都指定無形民
俗文化財となった「ふせぎ」は、わ
らで作った大蛇を飾り疫病や害虫が
侵入するのを防ぐ民俗行事です。「ふ
せぎ」は貴重な民俗文化の一つとし
て、清瀬市下宿ふせぎ保存会の人々
によって大切に守られています。

　オオカミ２匹の物語を人形劇でお楽しみください。
対象　地域の子育て中の親子
日時　６月４日㈯午前 10 時 15 分～（１時間程度）
場所　竹丘地域市民センター
※直接会場へ。
問合せ　子育て支援課保育・幼稚園係☎ 497・2086

わらで作った大蛇を飾り疫病を防ぐ 下宿の「ふせぎ」

人形劇「 オ オ カ ミ や め た 」

観音坂の三差路にかかっている
わらで作られた約 16㍍の大蛇

清 瀬 市 行 政 相 談 委 員 に よ る 街 頭 相 談
　国などの仕事で「説明や処理方法に納得できない」などの苦情や
意見・要望などの相談を受け付けます。
日時　５月 29 日㈰午後 1 時～４時（雨天決行）
場所　アミュービル入り口
※直接会場へ。毎月第３水曜日午後１時～３時、生涯学習センター
で「行政苦情相談」も実施。（要予約）
問合せ　秘書広報課広報広聴係☎497・1808

　

秋
の
文
化
事
業
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
第
８
回
清
瀬
市
石
田
波
郷
俳

句
大
会
を
10
月
30
日
㈰
に
清
瀬
け

や
き
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。
清

瀬
に
関
わ
り
が
深
く
、
現
代
の
俳

句
文
学
に
偉
大
な
功
績
を
残
し
た

俳
人
石
田
波
郷
を
た
た
え
、
名
前

を
冠
に
い
た
だ
い
た
全
国
規
模
の

大
会
で
す
。
皆
さ
ん
の
投
句
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

①
ジ
ュ
ニ
ア
の
部 

対
象　

小
・
中
学
生 

内
容　

自
由

投
句
用
紙　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
所
定
の

用
紙
ま
た
は
200
字
詰
め
原
稿
用
紙

に
１
句
単
位
で
記
入
。
氏
名
・
学

校
名
・
学
年
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い選
者　

高
澤
晶
子
（「
花
林
花
」）、

谷
村
鯛
夢
（「
炎
環
」）、
永
井
潮

（「
多
摩
現
代
俳
句
協
会
」）、
細
見

逍
子
（「
隗
」）

②
一
般
の
部 

対
象　

ど
な
た
で
も
可
能

内
容　

波
郷
・
清
瀬
に
思
い
を
寄

せ
る
句
１
句
と
自
由
題
１
句
ま
た

は
自
由
題
２
句 

投
句
用
紙　

各
地
域
市
民
セ
ン
タ

ー
な
ど
に
あ
る
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
所
定
の
用
紙
（
コ
ピ
ー
可
）

投
句
料　

一
般
の
部
に
は
投
句
料

日
時　

６
月
11
日
㈯
午
後
２
時
～

場
所　

中
里
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

出
演　

大
泉
落
語
研
究
会
・
鳥
の

お
姉
さ
ん
た
ち

（
千
円
）
が
必
要
で
す
。
郵
便
振

替
で
お
願
い
し
ま
す

選
者　

井
桁
汀
風
子
（「
風
花
」

同
人
会
会
長
）、小
川
軽
舟
（「
鷹
」

主
宰
）、
鈴
木
し
げ
を
（「
鶴
」
主

宰
）、
島
津
余
史
衣
（「
松
籟
」
代

表
）、
高
橋
悦
男
（「
海
」
主
宰
）、

徳
田
千
鶴
子
（「
馬
酔
木
」
主
宰
）、

西
村
和
子
（「
知
音
」
代
表
）、
能

村
研
三
（「
沖
」
主
宰
）

③
石
田
波
郷
新
人
賞 

対
象　

30
歳
以
下
の
方

内
容　

自
由
・
20
句
１
組
（
表
題

を
つ
け
る
）

投
句
用
紙　

原
稿
用
紙
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム

か
ら
も
可

選
者　

岸
本
尚
毅
（「
天
為
」）、

佐
藤
郁
良
（「
群
青
」）、
斎
藤
朝

比
古
（「
炎
環
」）、
甲
斐
由
起
子

（「
祥
」）

賞　

新
人
賞
１
名（
副
賞
５
万
円
）

・
準
賞
２
名
（
副
賞
２
万
円
）

申
込
み
・
問
合
せ　

①
は
９
月
９

日
（
必
着
）
②
③
は
７
月
31
日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
住
所
・

氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
・
学
生
は
学
校
名
（
学
年
）

を
記
入
し
、 

直
接
ま
た
は
郵
送
で

〒
204
︱
０
０
２
１
元
町
１
︱
２
︱

11　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課 

「
石

田
波
郷
俳
句
大
会
」
係
☎
495
・

７
０
０
１
へ

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

石
田
波
郷
俳
句
大
会
作
品
を
募
集

費
用　

500
円

申
込
み
・
問
合
せ　

直
接
ま
た
は

電
話
で
中
里
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

☎
494
・
７
５
１
１
へ

熊
本
地
震
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
興
を
心

よ
リ
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。



28・5・15 ３

市  内  一  斉  清  掃
　今年も、市内全域で一斉清掃を行い
ます。市民の皆さんには自宅周辺の清
掃にご協力いただき、市職員は河川の
清掃に取り組み、ごみの落ちていない
美しい街を目指します。
　当日集めたごみは、分別して市内
18 か所の臨時集積所（右表参照）に
出してください。臨時集積所に行くこ
とができない方は、一斉清掃専用の袋
へ分別して通常の収集日に集積所に出
してください（多い場合は何回かに分
けてください）。なお、一斉清掃では
家庭・事業系のごみや粗大ごみなどは
出さないでください。一斉清掃専用の
袋は 5 月 16 日㈪〜 27 日㈮に、ごみ
減量推進課、市民課、松山・野塩出張

所で配布します。当日、臨時集積所
では参加団体名と人数を確認しま
す。臨時集積所に来ることができな
かった場合は、翌日以降に下記問合
せ先へ電話でお知らせください。

　柳瀬川や御殿山緑地保全地域の清
掃も行います。ぜひご参加ください。
集合場所・時間　柳瀬川＝下宿地域
市民センター、御殿山緑地保全地域
＝八小側の緑地入口。いずれも午前
９時集合
問合せ　ごみ減量推進課ごみ減量推
進係☎ 493・3750

５月 29日㈰　午前９時～ 11時

いつまでもきれいな街を目指して

名称 所在地 名称 所在地
アミュー前 元町 1-2-11 第四小学校西門 中里 2-1471
芝山小学校正門 元町 2-16-8 中里山戸広場 中里 3-966-1
郷土博物館 上清戸 2-6-41 市役所 中里 5-842

第十小学校正門 中清戸 1-454-14 野塩地域市民セン
ター 野塩 1-322-2

第五中学校正門 中清戸 3-258-1 第四中学校正門 野塩 3-2-3
清瀬薬師前歩道 下清戸 1-346 前原橋脇 野塩四・五丁目境

旭清館道場前 下清戸 5-857 松山地域市民セン
ター 松山 2-6-25

ごみ減量推進課 下宿 2-553 竹丘公園 竹丘 3-691-6
旭が丘老人いこ
いの家前 旭が丘 2-5-4 第六小学校正門 梅園 2-9-45

臨時集積所一覧

　一斉清掃への参加経験のある市民編集委員の山本美香さんに、
実際に行って感じたことを伺いました。

市内一斉清掃参加で感じた「未来のまちのあり方」　

　皆さんは、自分のまちのどんな
ところが好きですか。
　自然豊か、素朴で懐かしい街並
みが残るところ……。いろいろと
思い付く部分はあると思います
が、もし、お気に入りの場所がご
みだらけだったら、どんな気分に
なるでしょう。がっかりすると同
時に、まちに対する愛着も薄れて
いくのではないでしょうか。
　では、心地良い場所を維持する
にはどうすれば良いのか、考えて
みたいと思います。

　「ごみ・環境問題」「まちづく
り」について考える前に、清瀬に
住む方々は、まちの景観にどんな
思いを抱いているのか調べてみま
した。参考として『街並み発掘探
検隊（平成 24 ～ 26 年・市内８か

所を回りどのような街並みを
作っていきたいかを考える会・
市の職員と市民で構成）』のレ
ポートを拝見。「ごみがなく、
きれいな花がいっぱい咲くまち
にしたい」「まちのいたる所に
直売所があり、畑の多さを実感。
この自然をいつまでも残した
い」と、建設的な意見が多いな
か、「人通りが少なく危険な場
所やごみが目立つ場所がある」
「ガード下のトンネル内や柳瀬
川沿いなど、薄暗い場所は景観
を維持するのが難しい」と、問
題点も指摘されています。この
ことから、一斉清掃の際には「人
目が少なく死角になりそうな場
所」に時間をかけ掃除すること
が好結果に繋がりそうです。

　前述したように、一斉清掃で
は人目が少ない場所に注目する

ことで更に良い結果が得られそ
うですが、そういったまちの美
化以外にも、実はメリットがあ
ると私は感じています。
　娘が小学生だった時に市内一
斉清掃へ参加した際、（活動時
間や年齢・立場の違いから）普
段あまり接点のない地域の方々
に接することができました。
挨
あい さ つ

拶をすると娘の同級生のおじ
いさん、おばあさんだったり、
大量のごみをまとめていたのが
お友達のお父さんだったり、と
小さな輪でしたが良い交流の場
になっていると感じた経験があ
ります。また、集めたごみをコ
ンテナに振り分ける作業は、娘
にごみの分別や細分化を教え
る、良いきっかけとなりました。

　一斉清掃の素晴らしいところ
は他にもあります。『若者のた

めのまちづくり』の著者、服部
圭郎さん（カリフォルニア大学
環境デザイン学部卒）の言葉を
お借りすれば「ごみの分別の意
義を知った子どもは大人になっ
てもその意義を忘れない」とい
うこと。そうすると「より環境
を意識し、ごみ問題を主体的に
考える大人になる」ということ
につながります。未来を担う子
どもたちにこそ、伝えたい言葉
です。

　このように、まちにとっても、
また地域のコミュニティーやご
みのあり方を考えられる面でも
良いことづくしの一斉清掃。皆
さんもぜひ一緒に参加し、スッ
キリとした気持ちで一日を始め
てみませんか。（文：山本美香）

ぜひご協力を

  お願いします

実施の有無は、当日午前８時 30 分に防災無線で放送します。
防災無線を聞き取れなかった場合は、電話でも確認できます。
防災無線確認用ダイアル☎ 495・7070

緑地や河川の清掃にも
　　　　　　ご協力ください

昨年は 99 団体、約 2,000
人の方に参加をいただき、
集めたごみの総量は約 1.6
㌧になりました。

住み心地のよい街を目指して

薄暗い、人目が少ない場所は
景観を維持しづらい

一斉清掃がもたらす
“意外な”メリット

意識が変われば未来の
まちもきっと良くなる

心もまちもリフレッシュ！

　市内に開設する家庭的保育所などで保育
をする家庭的保育者及び家庭的保育補助者
になるための研修会を行います。
対象　ファミリー・サポートきよせ実施の

「保育サービス講習会」の修了者
日時・内容　下表のとおり
申込み・問合せ　５月 16 日から 31 日まで
に各地域市民センターなどにある申込用紙
に必要事項を記入し、保育サービス講習会
の終了証の写しと、保育士証をお持ちの方
はその写しを添えて直接または郵送で子育
て支援課保育・幼稚園係☎ 497・2086 へ

日程 時間 内容

６月 27 日
㈪

午後１時～２時 家庭的保育の概要
午後２時 10 分～
４時 10 分 家庭的保育の保育内容

７ 月 １ 日
㈮

午前９時 30 分～
10 時 30 分

家庭的保育の運営と管
理

午 前 10 時 40 分
～午後０時 10 分

家庭的保育者の職業倫
理と配置事項

７月 11 日
㈪

午前９時 30 分～
11 時 保護者への対応

午 前 11 時 10 分
～午後０時 10 分 子どもの虐待

７月 15 日
㈮

午前９時 30 分～
10 時 30 分

見学実習オリエンテー
ション

午 前 10 時 40 分
～午後０時 10 分 グループ討議

清 瀬 市 家 庭 的 保 育 者 研 修 会  「赤ちゃんのチカラプロジェクト」

に参加できる赤ちゃん親子を募集

　「いざ介護」という時にまず相談する、地域包
括支援センター職員の話を聞いて、介護保険の仕
組みが学べる講座です。介護の現場や体験談、施
設見学など、介護についての気になることを知る
ことができます。参加者同士が交流できる場もあ
ります。日程や内容は下表をご覧ください。
対象　どなたでも可能です。３回参加できる方優
先、先着 24 人。女性も申込みできます
※第３回以外は保育あり（６か月〜就学前、先着
10 人）。ご希望の方は、事前に申込みください。
申込み・問合せ　５月 17 日午前９時から電話で
男女共同参画センター☎ 495・7002 へ

第１回
介護情報編

第２回
在宅介護編

第３回
施設介護編

日
時

６月 29 日㈬
午後１時～
３時 30 分

７月 13 日㈬
午後１時～
３時 30 分

７月 29 日㈮
午後１時～２時

場
所 男女共同参画センター しんあい清戸の里 

（下清戸一丁目）

内
容

介護保険の仕組
みと市内 4 つの
地域包括支援セ
ンター職員の話

ヘルパーから見え
る家庭介護の実態
と介護当事者の体
験談

施設見学（しんあい清
戸 の 里・ サ ー ビ ス 付
き高齢者住宅、グルー
プ ホ ー ム、 小 規 模 多
機能型居宅介護など）

平成 28 年度　男性の生き方を考える講座

男 性 の 介 護 講 座 入 門

※平成 29 年１月以降、第４回も実施予定です。詳細については、
市報などでお知らせします。

　市では、市内の小・中学校において、
NPO 法人ウイズアイ（小学校実施主体）、
NPO 法人子育てネットワーク・ピッコ
ロ（中学校実施主体）の協力のもと、「命
の大切さ」を学ぶ授業「赤ちゃんのチカ
ラプロジェクト」を実施しています。
　今回、小学６年生、中学３年生の授業
に子どもと一緒に参加していただける方
を募集します。
対象 　実施月に首がすわっていて、歩
く前までの子どもとその親
日程・場所 　小学校＝６月７日㈫七小

（変更の可能性あり）、６月 17 日㈮芝山
小、６月 28 日㈫七小（他小学校は２学
期の実施）
中学校＝６月 15 日㈬・16 日㈭五中、６
月 21 日㈫〜 23 ㈭二中、６月 30 日㈭・
７月１日㈮清中、７月 12 日㈫・13 日㈬
三中、９月６日㈫・７日㈬四中
申込み・問合せ　小学校は NPO 法人ウ
イズアイ☎ 452･9765（実施日の１週間
前までの午前９時から午後５時）、中学
校は NPO 法人子育て子育てネットワー
ク・ピッコロ☎ 444・4533（５月 16 日
〜 20 日平日午前９時から午後５時）※上記以外に、見学実習（２日間）を予定。
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住み慣れた地域で、「健
け ん こ う

幸」で
        安心して暮らすために

～「地域包括ケアシステム」に向けた取り組みを紹介します～

介護が必要
になったら

いつまでも元気
で暮らすために

★市の取り組み
は左囲み②参照

★市の取り組みは
左囲み③参照

★市の取り組みは
左囲み①参照

地域のことは
地域で支える

老人クラブ・NPO・ボラ
ンティア・自治会など

病気になったら

　清瀬市では、75 歳以上の人口が 1万人を超えており、平成
29 年には高齢化率は 28%を上回ると推計されています。今後
も高齢化が進むと、医療や介護を必要とする人がますます増加
し現在の体制では十分な対応ができないことが見込まれます。
　「地域包括ケアシステム」は、皆さんが市民ボランティアや

　地域包括ケアシステムとは、「医療」「介護」「介護予防」
「生活支援」「住まい」の５つのサービスを、地域特性に
応じて一体的に提供する体制のことです。（右記イメー
ジ図参照）

　このシステムの最大のポイントは、「住
み慣れた地域でさまざまなサービスを利用
しながら生活できる体制を、地域の皆さん
とともに構築する」という点です。

自助：在宅でいつまでも「健幸」に暮らすために
は、「自分のことは自分でする」という意識を持
つことが重要です。そのためにも介護予防を行い、
健康寿命を延ばすよう心掛けましょう。

互助： 生活のなかで「ちょっと手伝ってほしい」「こ
のくらいなら手伝いますよ」の関係をつくること
で地域の絆が深まり、安心して暮らせる環境がで
きます。「お互いさま」の声と笑顔があふれる「支
え合いの仕組み」を地域でつくりましょう。

地域包括ケアに向けた取り組みでは、「自助」「互助」「共助」「公助」
という考え方が核となります（下図参照）。
　特に市民の皆さんの取り組みである「自助」「互助」の考え方は地域
包括ケアシステムのなかでも必要不可欠です。「自分のことは自分です
る」「お互いを支え合う」ため、介護予防に積極的に取り組み、健康や
体力の維持に努めましょう。

大切なのは自らの健康管理やお互いを支え合うこと

■自分のことは自分でする
■自らの健康管理
　（セルフケア）
■民間サービスの利用

■当事者団体による取り組み
■高齢者によるボランティア
　・生きがい就労

■行政などによる支援事業
■生活保護
■人権擁護・虐待対策

■ボランティア活動
■住民組織の活動

■介護保険に代表される社会
保険制度及びサービス

自助

共助

互助

公助

■ボランティア・住民組
　織の活動への公的支援

◆介護が必要となる原因
　厚生労働省「国民生活基礎調査」（平成 25 年）では、65 歳以上で要
介護者になる原因が「脳血管疾患（18.5％）」「認知症（15.8％）」「高齢
による衰弱（13.4％）」となっています。これは、生活習慣病の他、心
身の機能を使わないことによる生活機能の低下も要因になっています。

心身の機能低下は「年をとれば
仕方がないこと」と思っていません
か？　高齢になっても日常生活を見
直し、身体を動かす習慣をつけるこ
とで、心身の機能を維持・改善する
ことは十分に可能です。

★地域包括ケアシステムの実現に向けた重点的な取り組み★

医療・介護従事者など、地域のさまざまなサービスを利用し住
み慣れた地域で自分らしい暮らしを継続できるよう「支え合い
の仕組みづくり」を行うことが重要だといわれています。
　今号では、市で取り組みを始めた内容をご紹介します。
問合せ　地域包括ケア推進課福祉総務係☎ 497・2056

地域包括ケアシステムとは？

介護予防はなぜ必要？

　市では、平成 27 年度から地域住民の方々・ボランテ
ィア団体・ＮＰＯ法人・民間企業などの皆さんとともに
地域の特性に応じた地域づくりの取り組みを始めていま
す。

市内各所では、介護予防事業やサロンの他、各種団体や自主グルー
プによる運動・趣味活動が行われています。
「今日行くところがある」「今日用がある」の毎日は、生活不活発病

を予防し介護予防にもつながります。外へ出る楽しみを見つけ、地域で
仲間づくりをして「健幸」生活を送りましょう。

「自助」「互助」の考え方

～教育（今日行く）、教養（今日用）がある毎日を！～ 知っていますか？　国民の努力と義務

　介護保険法では「国民の努力及び義務」が定められており、国民は要介
護状態となることを予防するため、加齢に伴って生ずる心身の変化を自覚
して常に健康の保持増進に努めるとともに、要介護状態となった場合にお
いても、進んでリハビリテーションその他の適切な保健医療サービス及び
福祉サービスを利用することによりその有する能力の維持向上に努めるこ
となどが定められています。このように「健康の保持増進に努め」「能力
の維持向上に努める」ためにも「介護予防」が必要なのです。

健幸寿命を延ばそう！
　認知症予防、仲間づくり、生きがいづくりを目的に、カラオケ
で運動と脳トレを行う「脳トレ元気塾」や学習療法を取り入れた
「脳力アップ塾」などの介護予防事業を充実させていきます。

オレンジリングの輪を広げよう！
認知症への正しい知識と理解を深めるための「認知症サポータ

ー養成講座」を小学生から高齢者まで幅広い年代を対象に行い、更

ボランティアとともに進める家族介護者支援

に学びたい方向けに「フォローアップ講座」
も充実させていきます。
サポーター養成講座の講師役となる「キ

ャラバン・メイト」の養成研修も引き続き実
施します。

　市民ボランティアの協力を得なが
ら、認知症の方と家族介護者の居場所
づくり、情報交換の場としても活用い
ただける「よってこカフェ in ナルド
（認知症カフェ）」、「ゆりの会（家族介
護者の会）」を毎月開催します。

地域の支え合い体制とは
　誰とも会話をしない日がある、困った時に頼る人がいないな
ど、社会から孤立した状況が続くと生きがいを失くしたり日常
生活に不安を感じたりすることがあります。不安をなくすため
には身近な場所で悩みを相談できるなど地域の方と顔の見える
関係を築くことや困った時は助け合うことが大切です。
　このように、日々の生活を地域の身近な方々で助け合い、協
力し合うことが「支え合い活動」です。活動の主体は市民の皆
さんで、活動の推進には皆さんのご協力が必要です。
ぜひ皆さんの力を発揮してください。

　「認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り住み慣
れた地域のよい環境で自分らしく暮らし続けることができる社
会」の実現を目指し、地域全体で助け合い・支え合う仕組みづく
りに取り組んでいます。

①認知症支援策の充実

　市では、『地域にお住まいの方々が地域を支える「支え合い
活動」を推進すること』及び『生活支援・介護予防サービスを
担う事業主体と連携を図り、地域の支え合い体制づくりを構築
すること』を目的に、平成 27 年 11 月に清瀬市生活支援・介護
予防サービス等協議体を設置しました。詳しくは６月 15 日の
市報で紹介します。次回開催日は下記のとおりです。

③「支え合いの仕組みづくり」を推進する
ための取り組み

日時・場所　５月 26 日㈭午後１
時 30 分～３時・健康センター
※詳しくは地域包括ケア推進課福
祉総務係☎ 497・2056 へ。

　地域包括支援センターは、地域の高齢者や介護をしている家族が利用で
きる総合的な相談・支援の窓口です。医療・福祉・介護の専門職が介護保
険制度や各種サービスのご案内を行う他、高齢者の日常生活全般について
ご相談をお受けし、支援につなげていきます。お気軽にご相談ください。

地域包括支援センター
が行っていること

介護のこと 権利を守ること

健康のこと さまざまな相談

清瀬市地域包括支援センター
中里５－842　（健康センター内）
☎４９７・２０８２
（松山地区）

きよせ信愛地域包括支援センター
梅園２－３－15　信愛の園内
☎４９２・１８５０
（竹丘・梅園・野塩地区）

きよせ社協地域包括支援センター
下清戸１－212－４
コミュニティプラザひまわり内　
☎４９５・５５１６
（上清戸・中清戸・下清戸・元町地区）

清瀬市高齢者在宅介護
　　　　支援センター清雅
中里５－91－２　
☎４９３・０１３３
(中里・下宿・旭が丘地区）志木街道

柳瀬川通り秋
津
駅

旭
が
丘
通
り

小
金
井
街
道 きよせ清雅地域包括支援センター

中里５－91－２
特別養護老人ホーム清雅苑内　
☎４９５・１３７０
（中里・下宿・旭が丘地区）

清瀬市地域包括支援センター
中里５－842　（健康センター内）
☎４９７・２０８２
（松山地区）

け
や
き
通
り清

瀬
駅

悩み 疑問

相談ごと

お気軽に
お問い合わせ
ください

身近な相談窓口
地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー

地域リーダー研修の開催
医療系・介護系職種の方がお互いの業務の現状を知り、顔

の見える関係をつくるためにグループワークなどを行いまし
た。第１回目は、認知症の事例検討を行い各職種の役割・支援
方法を確認し、第２回目は在宅でできる緩和ケアについて意見
を出し合い病院との連携についても話し合いました。

医療・介護サービスの情報共有
　安心して自宅で生活するためには、容体が急変した時や退院
後の生活においてどのような医療・介護サービスが必要なのか、
それぞれの職種が情報を共有し、適切なサービスを提供する方
法などの検討を始めています。
　今後は、市民の皆さんに医療・介護サービス情報を提供する

　医療サービスや介護サービスを利用し、住み慣れた地域で自
分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができる社会の実
現を目指し、「清瀬市医療・介護連携推進協議会」を設置しま
した。協議会では医療・介護関係機関の連携を強化するための
取り組みを進めています。

②医療・介護連携推進協議会の取り組み

とともに安心して在宅で生活するための知識や理解を深めるた
めの普及啓発活動を行います。

紹介します。次回開催日は下記のとおりです。

　市民ボランティアの協力を得なが

づくり、情報交換の場としても活用い
ただける「よってこカフェ in ナルド

護者の会）」を毎月開催します。

認知症サポーターの証の
「オレンジリング」



市
民
伝
言
板

６28・5・15

☆
催
し
物

①そうだじゅげむきこう
　伸び盛りの若手による落語会です。
日時　５月 22 日㈰午後２時～（開場
は午後１時 30 分）
出演　立川志の春・立川志の太郎
費用　一般 1,000 円・小学生 500 円

（全席自由）
②そうだじゅげむきこう
　和室で楽しむ落語会。椅子席もあ
ります。
日時　６月 12 日㈰午後２時～（開場
は午後１時 30 分）
出演　桂宮治・入船亭小辰
費用　一般 1,000 円・小学生 500 円

（全席自由）
③伊奈かっぺいトークライブ
　津軽弁を駆使した語り口とユーモ
アあふれるステージで人気の、伊奈
かっぺいのトークライブ。
日時　９月３日㈯午後３時 30 分～

（開場は午後３時）
出演　伊奈かっぺい、竹田裕美子（ピ
アノ）、山上進（津軽三味線・尺八・
横笛）
費用　一般 3,500 円 ・ 友の会 3,200
円・当日 3,800 円（全席指定 ・ 未就
学児入場不可）
④歌って健康！　歌声サロン
　懐かしい名曲の数々をプロによる
生演奏にあわせて歌ってみませんか。
日時　５月 18 日、6 月 1 日・15 日の

◆＜大人のバイオカフェ＞ 
　美味しい野菜のヒミツ～品種改良
　とDNAの関係～
　野菜のおいしさのヒミツから世界
の食糧問題まで、考えるヒントは品
種改良にあります。簡単な DNA 抽
出実験やクイズをしながら、先端研
究の話題も交えて紹介します。（お
話は高校生相当の内容を予定してい
ます）
対象　中学生以上の方。定員 30 人

（応募者多数の場合抽選）
日時　６月 12 日㈰午後１時 30 分～
３時 30 分
講師　NPO 法人くらしとバイオプラ
ザ 21 主席研究員　笹川由紀氏
費用　入館料一般 500 円（参加する
高校生以下は入館料無料）
※５月の休館日は、16 日・23 日・
30日の月曜日。
申込み・問合せ　６月１日（必着）
までにハガキまたは同館ホームペー
ジから申込み。問合せは多摩六都科
学館☎ 042・469・6100 へ

第
４
回
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

澤
田
慶
仁
に
よ
る
生
の
津
軽
三
味
線
の

鼓
動
を
存
分
に
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。
先
着

150
人
。
６
月
19
日
13
時
～
（
開
場
は
12
時

30
分
）、
竹
丘
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
千
円
、

申
込
み
は
チ
ー
ム
竹
丘
・
穐
本
☎
090
・

４
４
１
７
・
１
１
８
８
ま
た
は
伊
藤
☎
080
・

５
６
５
７
・
４
７
９
７
へ

新
潟
県
人
会
定
期
総
会
及
び
懇
親
会

　

 

第
29
回
定
期
総
会
を
開
き
ま
す
。
市
内

及
び
近
在
の
方
、
初
め
て
の
方
も
歓
迎
。

総
会
後
懇
親
会
が
あ
り
ま
す
。
５
月
28
日

18
時
30
分
～
（
開
場
は
18
時
）、
ア
ミ
ュ
ー

ホ
ー
ル
、
年
会
費
・
懇
親
会
費
と
も
２
千

円
、
清
瀬
新
潟
県
人
会
事
務
局
・
山
我
☎

493
・
３
９
３
４

長
野
県
人
会
総
会 

　長
野
県
出
身
の
方
、
長
野
県
を
愛
す
る

方
を
対
象
に
、
総
会
及
び
懇
親
会
を
開
き

ま
す
。
５
月
29
日
11
時
～
、
中
清
戸
地
域

市
民
セ
ン
タ
ー
、
年
会
費
・
懇
親
会
費
と

も
２
千
円
、
清
瀬
市
長
野
県
人
会
・
寺
島

☎
491
・
３
０
９
１

第
38
回
清
瀬
市
民
謡
連
盟
大
会 

　清
瀬
市
民
謡
連
盟
の
発
表
会
を
行
い
ま

す
。
初
夏
の
１
日
を
日
本
の
伝
統
芸
能
で

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
５
月
29
日
13
時
～
、
ア
ミ

ュ
ー
ホ
ー
ル
、
入
場
無
料
、
清
瀬
市
民
謡

連
盟
・
石
垣
☎
491
・
２
７
２
７

第
20
回
舞
踏
会 

　古
典
と
新
舞
踊
の
会
で
す
。
皆
さ
ん
お

誘
い
合
せ
の
上
、
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。
５

月
15
日
11
時
～
、
清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル
、

無
料
、
清
瀬
市
舞
踊
連
盟
・
小
俣
☎
492
・

☆
サ
ー
ク
ル
仲
間
募
集

第
39
回
住
宅
デ
ー

　

住
ま
い
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
、
楽
し

い
工
作
教
室
で
職
人
の
技
を
披
露
。
い
ろ

い
ろ
な
企
画
で
開
催
し
ま
す
。
５
月
22
日
、

６
月
５
日
、
10
時
～
15
時
、
竹
丘
公
園
・

三
小
・
清
瀬
市
役
所
職
員
駐
車
場
、
無
料
、

東
京
土
建
清
瀬
久
留
米
支
部
・
砂
川
☎

473
・
８
７
５
１

市
民
と
議
員
の
意
見
交
換
会

　わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
清
瀬
の
今
の
こ

と
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
、
疑
問
や
提
案
、

市
議
会
の
議
員
有
志
と
話
し
ま
し
ょ
う
。

５
月
21
日
14
時
～
16
時
、
松
山
地
域
市
民

セ
ン
タ
ー
、
無
料
、
市
民
と
議
員
の
意
見

交
換
会
・
目
黒
☎
090
・
５
３
９
８
・
８
３

３
４

が
ん
カ
フ
ェ
の
お
誘
い

　病
気
の
こ
と
、
看
病
の
こ
と
、
い
ろ
い

ろ
な
悩
み
や
思
い
を
分
か
ち
合
う
会
で
す
。

プ
チ
体
験
「
イ
メ
ー
ジ
療
法
～
心
の
解
放

と
癒
し
～
」。
５
月
21
日
13 
時
30
分
～
15
時

30
分
、
清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル
、
無
料
、
ス

マ
イ
ル
ケ
ア
・
北
川
☎ 

491 

・
３
２
１
１ 

５
月
・
６
月
公
開
講
座

　「心
不
全
っ
て
ど
ん
な
病
気
？
」、
講
師

は
信
愛
病
院
循
環
器
科　

御
手
洗
明
香
、

５
月
28
日
。「
知
っ
て
お
き
た
い
胆た

ん
の
う嚢
の
病

気
」、
講
師
は
信
愛
病
院
消
化
器
科　

田
口

陽
子
、
６
月
25
日
。
い
ず
れ
も
13
時
30
分

～
、
信
愛
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
（
梅
園
二
丁

目
）、
無
料
、
信
愛
病
院
人
事
総
務
課
・
井

上
☎ 

491 
・
３
２
１
１ 

合
唱
団
う
た
の
翼
第
２
回
演
奏
会

　童
謡
メ
ド
レ
ー
「
い
つ
の
日
か
」
と
プ

ッ
チ
ー
ニ
の
「
グ
ロ
リ
ア
・
ミ
サ
」
を
演

奏
し
ま
す
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
6
月
５
日
14
時
～
（
開
場
は
13
時
30

分
）、
清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル
、
入
場
料
400
円

（
全
席
自
由
）、
合
唱
団
う
た
の
翼
・
古
賀

☎
492
・
２
６
１
６

酒
害
教
室

　お
酒
が
原
因
の
心
配
事
や
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
に
つ
い
て
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
話
し

合
い
、
学
ぶ
場
で
す
。
６
月
８
日
・
22
日
、

７
月
６
日
・
20
日
13
時
～
15
時
、
救
世
軍

自
省
館
（
竹
丘
一
丁
目
）、
無
料
、
申
し
込

み
は
前
日
ま
で
に
電
話
で
救
世
軍
自
省
館

・
酒
井
☎
493
・
５
３
７
４
へ

初
夏
の
花
を
訪
ね
て

　な
か
な
か
行
く
機
会
の
少
な
い
裏
高
尾

で
初
夏
の
花
な
ど
を
探
し
て
歩
き
ま
す
。

５
月
21
日
、
７
時
55
分
～
15
時
30
分
（
予

定
）、
集
合
＝
新
秋
津
駅
改
札
前
広
場
・
観

察
会
実
施
場
所
＝
裏
高
尾
、
参
加
費
200
円

・
交
通
費
往
復
千
400
円
、
清
瀬
の
自
然
を

守
る
会
事
務
局
・
渡
邉
☎
492
・
０
７
１
０

講
演
会
「
健
康
的
生
き
方
講
座
」

　あ
な
た
は
「
健
康
で
す
か
」。
こ
の
よ

う
に
尋
ね
ら
れ
た
ら
ど
の
よ
う
に
答
え
ま

す
か
。
健
や
か
な
生
き
方
を
と
も
に
考
え

ま
せ
ん
か
。
６
月
５
日
14
時
30
分
～
16
時
、

救
世
軍
清
瀬
小
隊
（
竹
丘
一
丁
目
）、
無

料
、
救
世
軍
清
瀬
病
院
・
チ
ャ
プ
レ
ン
室

☎
491
・
１
４
１
１

フ
ラ
メ
ン
バ
ー

　少
人
数
で
楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。

先
生
は
と
っ
て
も
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
で
す
。

毎
年
11
月
の
文
化
祭
で
一
緒
に
踊
り
ま
し

ょ
う
！　

水
曜
13
時
～
16
時
30
分
、
清

瀬
け
や
き
ホ
ー
ル
他
、
月
会
費
３
千
500

円
、
メ
リ
ア
フ
ラ
・
中
桐
☎
491
・
９
４
５

１ 「
手
作
リ
サ
イ
ク
ル
市
」

　手
作
り
品
と
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
の
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
出
店
者
も
募
集

し
ま
す
。
申
込
み
者
多
数
の
場
合
、
サ
ー

ク
ル
活
動
費
用
に
し
た
い
グ
ル
ー
プ
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
優
先
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
５
月
22
日
、
６
月
19
日
、
11
時

～
15
時
、
コ
ラ
ボ
カ
フ
ェ
秋
津
（
野
塩
一

丁
目
）、
１
区
画
（
畳
一
枚
）
500
円
・
10
区

画
募
集
、
申
込
時
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
氏
名
（
団
体
名
）・
電
話
番
号
・
区
画

数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
て
り
い
ち
・

松
田
☎
・　

492
・
３
９
０
６

第
37
回
さ
わ
ら
び
展
覧
会

　水
彩
・
油
彩
・
パ
ス
テ
ル
・
ア
ク
リ

ル
な
ど
を
使
い
自
由
な
テ
ー
マ
で
個
性
豊

か
に
表
現
し
た
絵
画
展
覧
会
で
す
。
５
月

17
日
～
22
日
10
時
～
17
時
（
初
日
は
13
時

～
。
最
終
日
は
16
時
ま
で
）、郷
土
博
物
館
、

無
料
、
さ
わ
ら
び
会
・
肥
後
﨑
☎
492
・

６
１
０
９

第
58
回
写
真
展

　美
し
い
自
然
と
風
景
に
触
れ
合
い
、
多

く
の
出
会
い
と
感
動
を
レ
ン
ズ
を
通
し
表

現
し
た
会
員
の
自
由
課
題
作
品
の
展
示
。

５
月
31
日
～
６
月
５
日
10
時
～
18
時
（
最

終
日
は
17
時
ま
で
）、
ク
レ
ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
ク
レ
ア
ビ
ル
４
階
）、
無
料
、
清
瀬
フ
ォ

ト
ク
ラ
ブ
・
伊
達
☎
495
・
２
４
７
０

０
４
６
０

水曜日午後２時～４時
講師　 音楽アドバイザー　杉山公章
氏
費用　1,000 円
※チケットは当日券のみ・午後 1 時
30 分から販売。全席自由）
⑤清瀬けやき亭落語会
　真打の三遊亭天どんが売出し中の
若手二人と競演します。
日時　6 月 10 日㈮午後 7 時～ ( 開場
は午後 6 時 30 分 )
出演　三遊亭天どん・柳家花ん謝・
柳亭小痴楽
費用　一般 1,500 円・小学生 500 円

（全席自由、未就学児入場不可）
⑥朗読教室
　発声や朗読の基礎・表現方法を学
び、10 月８日の発表に向けてひとつ
の演目を作り上げませんか。先着 20
人。5 月は体験参加可能。
日時　５～ 10 月の第２・４水曜日（月
２回・一部例外あり）午後２時～４
時 30 分
講師　劇団キンダースペース
費用　6,000 円×４回または 20,000 円
一括払い
申込み・問合せ　④は直接会場へ、
その他は 直接または電話で清瀬けや
きホール☎ 493・4011 へ

①弦楽サマーコンサート
　弦楽奏者・高田剛志のサマー・チ

対
象　

市
に
住
民
登
録
の
あ
る
40

歳
以
上
の
方
（
昭
和
52
年
３
月
31 

日
以
前
生
ま
れ
）。
先
着
400
人

日
時　

６
月
22
日
㈬
～
24
日
㈮
午

前
９
時
～
・
午
後
１
時
30
分
～

（
24
日
は
午
前
９
時
か
ら
の
み
）

場
所　

複
十
字
病
院
（
松
山
三

丁
目
）

実
施
方
法　

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

（
直
接
撮
影
）・
喀か

く
た
ん痰

検
査

対
象　

市
に
住
民
登
録
の
あ
る
20

歳
以
上
の
女
性
（
平
成
９
年
３
月

31
日
以
前
生
ま
れ
）
で
、
昨
年
度

市
の
子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
て
い

な
い
方
（
検
診
は
２
年
に
１
度
）。

先
着
700
人

実
施
期
間　

７
月
１
日
㈮
～
12
月

28
日
㈬

場
所　

宇
都
宮
病
院
、
き
よ
せ
の

森
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
リ
ニ
ッ
ク
武

谷
眼
科
・
風
間
内
科

費
用　

頸け
い

が
ん
検
診
千
円
・
体
が

ん
検
診
（
条
件
あ
り
）
千
円

※
60
歳
以
上
の
方
は
無
料
。
そ
の

他
の
負
担
金
関
連
制
度
に
つ
い
て

対
象　

市
に
住
民
登
録
の
あ
る
40

歳
以
上
の
女
性
（
昭
和
52
年
３
月

31
日
以
前
生
ま
れ
）
で
、
昨
年
度

市
の
乳
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な

い
方
（
検
診
は
２
年
に
１
度
）。

先
着
800
人

期
間　

７
月
１
日
㈮
～
12
月
28

日
㈬

場
所　

織
本
病
院
・
複
十
字
病

院
・
武
蔵
野
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク

実
施
方
法　

視
・
触
診
と
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）

費
用　

２
千
円

※
60
歳
以
上
の
方
は
無
料
。
そ
の

他
の
負
担
金
関
連
制
度
に
つ
い
て

ェロコンサート
対象　中学生以上の方。先着 50 人
日時　6 月 12 日㈰午後２時～４時

（開場は午後 1 時 30 分）
費用　1,500 円
②世界の料理を造

つ く

ろう（スリランカ
編）
　夏負けしないターメリック料理と
セイロンティーとのハーモニーをご
堪能ください。先着 24 人。
日時　６月 21 日㈫午前 10 時～午後
１時
費用　1,500 円（材料費込み）
※保育あり。
③ひまわりクラフト倶楽部
　夏を先取り、縮

ち り め ん

緬の「七夕のタペ
ストリー」を織ります。先着 10 人。
日時　６月 19 日㈰午前 10 時～午後
１時
費用　1,200 円（材料費込み）
持ち物　作品を入れる袋
申込み・問合せ　いずれも直接また
は電話でコミュニティプラザひまわり
☎ 495・5100 へ

◆無料パソコン教室（Windows10）
対象　 パソコン・Windows10 が 初
めてまたは初級の方（シニア大歓迎）。
各月先着 10 人
日時　７月２日～ 23 日の土曜日。い
ずれも午前 10 時～正午（各月全４回）
◆無料タブレット教室（iPad）
対象　タブレットが初めてまたは初級
の方（シニア大歓迎です）。各月先着
10 人

日時　５月 19 日㈭・６月 16 日㈭・７
月 21 日㈭午前 10 時～正午
※ヨガ・カラオケなどの無料体験（要
予約）も行っています。
申込み・問合せ　直接または電話で
友遊（NPO 法人情報労連東京福祉セ
ンター）☎ 497・8500 へ

肺がん検診（再募集）子宮がん検診乳がん検診

　皆さんは認知症について
どのくらい知っています
か？　認知症を正しく理解
し、偏見を持たずに認知症
の方やご家族を温かく見守
る「認知症サポーター」を
養成しています。
　認知症になっても安心し
て暮らせる街づくりを目指
し、認知症サポーター養成
講座を開催しますので、ぜ
ひご参加ください。先着
60 人。
日時　６月 11 日㈯午前 10
時～ 11 時 30 分
場所　生涯学習センター
申込み・問合せ　電話で、
きよせ清雅地域包括支援セ
ンター☎ 495・1370 へ

は
左
記
へ
。

申
込
み
・
問
合
せ　

５
月
16
日
か

ら
６
月
15
日
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
直
接
ま
た
は
電
子
申
請
、
は
が

き
（
左
記
記
入
例
参
照
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
健
康
推
進
課
健

康
推
進
係
☎
497
・
２
０
７
５
へ

は
左
記
へ
。

申
込
み
・
問
合
せ　

５
月
16
日
か

ら
６
月
15
日
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
直
接
ま
た
は
電
子
申
請
、
は
が

き
（
左
記
記
入
例
参
照
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
健
康
推
進
課
健

康
推
進
係
☎
497
・
２
０
７
５
へ

費
用　

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
の

み
500
円
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

及
び
喀
痰
検
査
千
円

※
申
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
左

記
ま
た
は
市
報
５
月
１
日
号
３

面
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
推
進
課
健
康
推
進

係
☎ 

497
・
２
０
７
５ 

表 裏
〒204－8511

52円
子宮がん検診申込み

1　住所
2　氏名（ふりがな）
3　生年月日
4　電話番号
5　受診希望
　  医療機関名

清瀬市 健康福祉部
　　健康推進課行

表 裏
〒204－8511

52円
乳がん検診申込み

1　住所
2　氏名（ふりがな）
3　生年月日
4　電話番号
5　受診希望
　  医療機関名

清瀬市 健康福祉部
　　健康推進課行

はがき記入例 はがき記入例

認知症サポーター
養成研修
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７
月
１
日
号
掲
載
希
望
の
原
稿
は
、
５

月
16
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
６
月
１
日
ま

で
の
間
に
受
け
付
け
。
先
着
25
枠
。

問
合
せ　

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
☎
497

・
１
８
０
８  

491
・８
６
０
０  　

kouhou@
city.kiyose.lg.jp

■
市
民
伝
言
板
利
用
案
内

男
の
ク
ッ
キ
ン
グ

　男
性
も
料
理
作
り
を
通
し
、
健
康
・
食

文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、
会
員
相
互
の
親
睦

を
図
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ラ
イ
フ
を
目
指
す

教
室
で
す
。
①
木
曜
コ
ー
ス
②
金
曜
コ
ー
ス

と
も
若
干
名
募
集
。
月
１
回
木
曜
ま
た
は

金
曜
、
い
ず
れ
も
10
時
～
13
時
、
会
費
半
期

７
千
200
円
、
会
場
は
申
込
時
に
お
伝
え
し
ま

す
。
①
永
田
☎
090
・
２
６
５
２
・
７
９
３
９

②
田
島
☎
070
・
６
６
５
９
・
１
７
３
６

ゆ
が
み
調
整
ヨ
ガ
教
室
（
女
性
）

　

身
体
の
ゆ
が
み
は
万
病
の
も
と
で
す
。

骨
格
を
整
え
る
ヨ
ガ
で
毎
日
を
健
康
に
！

整
体
の
技
術
を
持
つ
講
師
が
指
導
し
ま
す
。

①
月
曜
10
時
～
11
時
15
分
②
火
曜
10
時
～

11
時
15
分
③
水
曜
19
時
～
20
時
15
分
、
①

清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

バ
ザ
ー
用
献
品
の
お
願
い

　６
月
５
日
に
三
小
で
行
わ
れ
る
バ
ザ
ー

に
、
新
品
ま
た
は
新
品
同
様
の
衣
類
・
雑

貨
（
大
型
家
具
・
電
化
製
品
を
除
く
）
の

献
品
を
お
願
い
し
ま
す
。
５
月
６
日
～

20
日
10
時
～
18
時
、
わ
か
ば
学
童
ク
ラ

ブ
、
清
瀬
わ
か
ば
後
援
会
・
有
働
☎
070
・

６
４
０
０
・
９
６
６
５

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
体
験

講
習
会

　男
女
共
に
で
き
る
、
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
で
す
。

羽
根
付
き
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ
ー
ル
を
フ

ル
ス
イ
ン
グ
し
て
爽
快
感
と
醍
醐
味
を
味

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

　ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
で
動
い
た
り
楽
器
に

触
れ
て
、
親
子
で
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。
体
験
レ
ッ
ス
ン
で
き
ま
す
。
月
３
回

木
曜
、
竹
丘
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
入
会

金
２
千
500
円
・
月
会
費
２
千
300
円
・
教
材

費
月
200
円
、
お
や
こ
リ
ト
ミ
ッ
ク
ぴ
よ
ぴ

よ

rhythm
ic2015@gm

ail.com

☆
そ
の
他

空
手
道

　礼
儀
や
集
中
力
・
基
礎
体
力
・
精
神
修

行
の
場
と
し
て
、
楽
し
く
始
め
て
強
く
な

り
ま
し
ょ
う
。
老
若
男
女
歓
迎
、
1
日
無

料
体
験
あ
り
。
4
歳
以
上
、
火
・
木
曜
、

野
塩
・
竹
丘
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
い
ず

れ
も
18
時
～
19
時
30
分
、
月
会
費
３
千
500

円
、
士
道
館
清
瀬
支
部
・
氷
見
☎
080
・

６
５
１
３
・
２
９
２
８

わ
っ
て
く
だ
さ
い
。
水
曜
９
時
～
12
時
・

中
清
戸
中
央
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、
金
曜
12

時
～
15
時
・
元
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
無
料
、

清
瀬
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会
・

右
近
☎
090
・
５
７
８
０
・
８
１
６
６ 

ラ
ザ
ひ
ま
わ
り
③
野
塩
地
域
市
民
セ
ン
タ

ー
、
６
回
６
千
円
ま
た
は
10
回
９
千
500

円
、
ひ
ま
わ
り
ヨ
ガ
教
室
・
嵯
峨
☎
090
・

６
７
０
４
・
９
８
９
２

映
画
会
「
ス
ポ
ー
ツ
」

　
「
穂
高
岳
賛
歌
」
と
「
楽
し
く

安
全
に　

中
高
年
者
の
登
山
」
の

２
作
品
を
上
映
し
ま
す
。

日
時　

５
月
21
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～

場
所　

郷
土
博
物
館

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　

郷
土
博
物
館
☎
493
・

第
16
回
つ
な
が
り
カ
フ
ェ

　

誰
で
も
参
加
で
き
、
人
と
人
と

の
思
い
を
つ
な
げ
る
交
流
や
情
報

交
換
の
場
で
す
。

日
時　

６
月
２
日
㈭
午
後
１
時
～

３
時
30
分

場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

内
容　

フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
（
ア
ン

デ
ス
の
楽
器
で
奏
で
る
民
俗
音

楽
）
他

参
加
費　

100
円
（
コ
ー
ヒ
ー
ま
た

は
紅
茶
、
お
菓
子
付
き
）

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
☎
495
・
７
０
０
２

清
瀬
の
緑
を
守
る
活
動

│
特
定
外
来
植
物
の
駆
除

日
時　
①
６
月
７
日
㈫
②
６
月
14
日

㈫
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
正
午（
雨

天
時
は
両
日
と
も
翌
日
に
延
期
）

場
所　

①
台
田
崖
線
林
（
集
合
＝

台
田
市
有
林
入
口
）
②
柳
瀬
川
河

川
域
（
集
合
＝
城
前
橋
脇
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
前
）

持
ち
物　

飲
み
物
・
軍
手
・
タ
オ

ル
・
お
持
ち
の
方
は
カ
マ

問
合
せ　

清
瀬
の
自
然
を
守
る

郷

土

博

物

館

友

の

会

宿

泊

研

修

旅

行

　

郷
土
博
物
館
友
の
会
で
は
、
宿

泊
研
修
旅
行
を
行
い
ま
す
。
一
般

の
方
の
参
加
も
歓
迎
。先
着
40
人
。

日
時　

６
月
18
日
㈯
～
19
日
㈰

（
集
合
＝
18
日
㈯
午
前
７
時
50
分

清
瀬
駅
北
口
西
友
前
）

宿
泊　

清
瀬
市
立
科
山
荘
（
長
野

県
北
佐
久
郡
立
科
町
大
字
芦
田
八

ヶ
野
）

費
用　

一
般
２
万
１
千
円
、
小
学

生
以
下
１
万
７
千
円

申
込
み
・
問
合
せ　

５
月
21
日
午

前
９
時
か
ら
直
接
郷
土
博
物
館
☎

493
・
８
５
８
５
へ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト

　

伝
承
ス
タ
ジ
オ
で
、
フ
ル
ー
ト

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
当
日
先
着
30
人
。

日
時　

6
月
4
日
㈯
午
前
11
時
～

場
所　

郷
土
博
物
館

演
奏　
フ
ル
ー
ト
二
重
奏atonali

（
片
桐
麻
莉
子
・
井
上
千
秋
）、
ピ

ア
ノ
＝
城
田
冬
子　

　

お
一
人
さ
ま
の
老
後
の
日
々
を

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
、
先
着
40
人

日
時　

5
月
22
日
㈰
午
後
2
時
～

4
時

場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

申
込
み
・
問
合
せ　

き
よ
せ
信
愛

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
492
・

１
８
５
０
へ
。
今
後
の
講
座
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
497
・
２
０
８
２

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
参
加
団
体

　

11
月
５
日
㈯
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
ひ
ま
わ
り
で
開
催
す
る
市

民
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
グ
ル
ー

プ
を
募
集
し
ま
す
。
一
定
の
ス
ペ

ー
ス
内
で
、
グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介

や
演
奏
な
ど
を
披
露
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　

６
月
８
日

ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
☎
495
・

５
３
３
３
へ

た
す
け
あ
い
サ
ー
ビ
ス
協

力
会
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

社
協
の
「
た
す
け
あ
い
サ
ー
ビ

ス
」
協
力
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
、

市
内
の
市
民
団
体
な
ど
実
行
委
員

会
が
特
別
に
認
め
る
方

募
集
コ
マ
数　

約
10
コ
マ
（
応
募

者
多
数
の
場
合
抽
選
）

日
時　

６
月
26
日
㈰
午
前
９
時
30

分
～
商
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了

場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
ひ

ま
わ
り

※
出
店
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
左

記
問
合
せ
先
へ
。

申
込
み　

５
月
31
日（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
は
が
き
に
住
所
・
連
絡

先
・
氏
名
及
び
団
体
名
・
出
店
品

目
を
記
入
し
、
〒
204
│
０
０
２
２

松
山
２
│
６
│
23　

き
よ
せ
ひ
ま

わ
り
市
実
行
委
員
会
へ

問
合
せ　

清
瀬
商
工
会
☎
491
・

６
６
４
８

会
事
務
局
・
渡
邉
☎
・　

492
・

０
７
１
０

シ

ニ

ア

し

っ

と

く

講

座

お
一
人
さ
ま
の
老
い
支
度

説
明
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　

６
月
２
日
㈭
午
前
10
時
～

11
時
30
分

場
所　

清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル

申
込
み
・
問
合
せ　

社
会
福
祉
協

議
会
☎
495
・
５
３
３
３
へ

「情報公開制度」と「保有個人情報開示制度」

公文書開示請求・自己の個人情報
開示請求の件数（単位：件）

実施期間別開示請求の件数
（単位：件）

実施機関名 開示請求件数
公文書 保有個人情報

議会関係 0 ０

市
長
部
局

企画部 ２ ０
総務部 ５ ０
市民生活部 ４ ５
健康福祉部 ０ ２
子ども家庭部 ０ ０
都市整備部 ４ ０
会計課 ０ ０

教育委員会 ５ ０
選挙管理委員会 ０ ０
農業委員会 ０ ０
監査委員 ０ ０
固定資産評価
審査委員会 ０ ０

合計 20 ７

区分
請
求
件
数

開示・非開示
の決定 取

り
下
げ

却
下
処
理
中開

示

一
部
開
示

非開示
不
存
在

そ
の
他

公文書 21 ３ 14 ２ ０ １ ０ １
保有

個人情報 ７ 1 6 ０ ０ ０ ０ ０

合計 28 4 20 ２ ０ １ ０ １

①情報公開制度とは
　市が保管・保存する文書を対象に公
開する制度です。請求された情報は、
個人情報や個人財産の保全などの理由
を除き、原則すべて公開されます。
②保有個人情報開示制度③保有特定個
人情報開示制度とは
　市が保有する自己の個人情報の開示
を請求することができる制度です。個
人情報にマイナンバーを含まないもの
が②保有個人情報、含むものが③保有
特定個人情報です。
開示決定　原則請求を受けた日の翌日
から 14 日以内（保有特定個人情報の開
示請求については 30 日以内）に開示・
一部開示・非開示の決定を行い、決定
通知書で通知します。
手数料　無料（写しの作成費用や郵送料
は実費負担）
請求方法　①は直接または郵送、ファ
クスで、②③は本人であることを証明
できる書類（運転免許証や健康保険被保
険者証など）を、②は１点、③は２点持
参し、直接文書法制課文書法制係へ
◆平成 27 年度運用状況
　各制度における開示運用状況は、右
表のとおりです。（いずれも平成 27 年
度開示請求分のみを掲載）
問合せ　文書法制課文書法制係☎ 497・
2031

※平成 27 年度開示請求分に対
するもののみを掲載。

※平成 27 年度開示請求分に対
するもののみを掲載。ただし取
り下げられたものを除く。

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　

郷
土
博
物
館
☎
493
・

８
５
８
５

８
５
８
５

　

自
分
に
あ
っ
た
量
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
、
簡
単
に
作
れ
る
家
庭
料
理

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
在
住
で
40
歳
以
上
の

男
性
。
先
着
20
人

日
時　

６
月
16
日
・
23
日
・
30
日

の
木
曜
日
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　

健
康
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
頭
を
覆
う

物
・
手
拭
き
タ
オ
ル
・
健
康
手
帳

費
用　

１
日
に
付
き
600
円

申
込
み
・
問
合
せ　

直
接
ま
た
は

電
話
で
健
康
推
進
課
保
健
サ
ー
ビ

ス
係
☎
497
・
２
０
７
７
へ

健
康
大
学
実
技
コ
ー
ス「
男

の
料
理
教
室
（
３
日
間
）」

平
成
28
年
度
清
瀬
市
非

常
勤
職
員
（
嘱
託
員
）

職
種　

母
子
・
父
子
自
立
支
援
員

資
格　

社
会
福
祉
士
ま
た
は
精
神

保
健
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
方

募
集
人
数　

若
干
名

募
集
要
項　

５
月
16
日
㈪
か
ら
27

日
㈮
ま
で
の
平
日
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
に
職
員
課
で
配
布

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）

申
込
み
・
問
合
せ　

５
月
27
日（
必

着
）
ま
で
に
所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
資
格
証
明
書

な
ど
の
写
し
を
添
え
て
直
接
ま
た

は
郵
送
で
職
員
課
職
員
係
☎
497
・

１
８
４
３
へ

第
13
回
ま
ち
づ
く
り

フ

ォ

ー

ラ

ム

開

催

　

昨
年
度
寄
せ
ら
れ
た
、
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
提
案
の
審
議
内
容

や
市
長
へ
の
提
言
を
紹
介
し
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
す
。先
着
40
人
。

主
な
事
案　
「
市
内
の
保
存
緑
地
・

公
園
の
禁
煙
化
を
」「
産
前
産
後

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
立
を
提
案
し

ま
す
」「
各
種
ま
つ
り
の
集
約
化

を
図
り
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
に
よ
る

集
客
力
の
増
強
を
図
る
」
他

健
康
コ
ー
ナ
ー
は
８
面
に
続
く

　

自
分
の
状
態
を
知
り
、
運
動
習

慣
を
身
に
付
け
る
教
室
で
す
。

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
、

健
康
大
学
実
技
コ
ー
ス

「
か
ら
だ
バ
ラ
ン
ス
ア

ッ
プ
（

運

動

教

室

）」

健
康
大
学
生
、
医
師
よ
り
運
動
制

限
の
指
示
の
な
い
方
、
先
着
25
人

日
時　

６
月
２
日
㈭
午
後
１
時
30

分
～
３
時

場
所　

健
康
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　

室
内
運
動
靴
・
運
動
し

や
す
い
服
装
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物

申
込
み
・
問
合
せ　

５
月
16
日
よ

り
電
話
で
健
康
推
進
課
保
健
サ
ー

ビ
ス
係
☎
497
・
２
０
７
７
へ

　

清
瀬
市
国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
の
方
の

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
医
療
健

診
を
、
６
月
か
ら
下
表
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

※
受
診
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
送

付
す
る
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
年
度
途
中
で
加
入
・
転
入
・
被

保
険
者
記
号
番
号
を
変
更
さ
れ
た

受診
対象者の
生まれ月

受診
月

受診券
送付月

４・５月 ６月 ５月

中
旬

６・７月 ７月 ６月

８・９月 ８月 ７月

10・11 月 ９月 ８月

12・１月 10 月 ９月

２・３月 11 月 10 月

特
定
健
康
診
査
・
後
期

高
齢
者
医
療
健
康
診
査

方
な
ど
の
受
診
月
は
、
予
定
よ
り

遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
40
～
74
歳
で
清
瀬
市
国
民
健
康

保
険
加
入
者
以
外
の
方
は
、
ご
加

入
の
医
療
保
険
者
が
実
施
し
ま
す

の
で
、
各
医
療
保
険
者
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
推
進
課
健
康
推
進

係
☎
497
・
２
０
７
６

日
時　

５
月
21
日
㈯
午
後
２
時
～

３
時
45
分

場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　

企
画
課
市
民
協
働
係
☎

497
・
１
８
０
３

第
13
回
き
よ
せ
ひ
ま
わ
り
市

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者



28・5・15 ８

予＝要予約
事 業 名 対 象・内容など 日  時 場所 申込み・問合せ

 　 禁 煙
教 室

　禁煙成功者の話や呼気中の一酸化炭素の
測定などを行い、禁煙の必要性や効果を確認
し、禁煙への取り組みを始める教室です。
対象　清瀬市国民健康保険に加入している
方。先着 10 人

６ 月 17 日
㈮ 午 後 １
時 30 分～
２時 30 分

健
康
セ
ン
タ
ー ５月 16 日より健

康 推 進 課 健 康
推 進 係 ☎ 497・
2076 へ　 おなか

スッキリ
エクサ サ
イズ

　おなかまわりや背中、腰回りのエクササイ
ズでゆがみを解消します。基礎代謝アップ！　
おなかもスッキリ！
対象　清瀬市国民健康保険または後期高齢
者医療保険に加入している方。先着 40 人
持ち物　タオル・運動しやすい服装・飲み物
講師　健康運動指導士　八木香氏

６ 月 10 日
㈮ 午 後 １
時 30 分～
３時 20 分

下
宿
地
域
市
民

セ
ン
タ
ー

　  食 生
活 相  談

　生活習慣病予防や高齢期の食事の相談を
行います。
対象　市内在住で 30 歳以上の方とその家族
持ち物　健康手帳（お持ちでない方は、随時
発行します）

６ 月 １ 日
㈬ 午 後 ２
時 ～ ４ 時

30 分

健
康
セ
ン
タ
ー

健 康 推 進 課 保
健 サ ー ビ ス 係
☎ 497・2077
へ　  両 親

学 級（１
コース２
日制）

　赤ちゃんの育て方やお風呂の入れ方など、
夫婦で一緒に学んでみませんか。おひとりで
の参加、どちらか１日だけの参加も可能です。
内容　１日目＝お産や栄養のお話など、２日
目＝お風呂の入れ方、パパの基礎知識など
対象　現在妊娠されている方とそのパートナ
ー、これからの妊娠を考えているご夫婦
持ち物　母子健康手帳（両日とも）、エプロン

・手拭きタオル（２日目のみ）
費用　100 円（１日目のみ）

１日目＝６
月 10 日 ㈮
午 後 １ 時

20 分～
４時

２ 日 目 ＝
６ 月 25 日
㈯ 午 前 ９
時 30 分～
午 後 ０ 時

30 分

平成 28 年
５月１日現在

人口 74,502 人
前月比 17 人増

男 36,017 人
前月比 ８ 人増

女 3８,4８5 人
前月比 9 人増

世帯数
 34,585 世帯

前月比 69 世帯増

※人口は、外国人
住 民（1,123 人 ）を
含みます。
問合せ　市民課住
民係☎ 497・2037

　

い
ず
れ
も
先
着
順
。

☆
さ
し
あ
げ
ま
す（
無
料
）

予＝要予約　直＝直接会場へ　☎＝電話相談

予

予

予

予

４
月
の
受
付
状
況

　

４
月
に
受
け
付
け
た
市
長
へ

の
手
紙
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
は

手
紙
15
件
、
フ
ァ
ク
ス
０
件
、
メ

ー
ル
14
件
で
合
計
29
件
で
し
た
。

問
合
せ　

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
☎
497
・
１
８
０
８

６

　

ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
、
き
よ

せ
幼
稚
園
男
子
制
服
一
式（
130
㌢
）、

組
紐
作
り
の
道
具
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
機
、
野
菜
栽
培
用
の
支
柱

☆
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
（
無
料
）

　

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
ミ
シ
ン
、
ゆ

り
か
ご
幼
稚
園
男
子
制
服
・
体
操

服
一
式

申
込
み　

５
月
16
日
午
前
９
時
か

ら
電
話
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎

495
・
６
２
１
１
へ

平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調
査
に
ご
協
力
を

　

４
月
か
ら
７
月
ご
ろ
の
カ
ラ
ス

は
繁
殖
期
を
迎
え
、
卵
や
ヒ
ナ
を

守
る
た
め
人
を
威い

か
く嚇

し
た
り
、
襲

う
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
カ
ラ

ス
の
巣
を
見
つ
け
た
ら
近
づ
か
な

い
よ
う
に
し
、、
ヒ
ナ
が
巣
か
ら

落
ち
て
い
て
も
、
近
づ
か
な
い
よ

　

６
月
１
日
㈬
を
基
準
に
、
全
国

の
事
業
所
・
企
業
を
対
象
と
し
て

経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調
査
が
実

繁
殖
期
の
カ
ラ
ス
に

ご

注

意

く

だ

さ

い

名称 日時 場所 問合せ・申込み

予
市
民
相
談

法律相談 １日㈬・８日㈬・15 日㈬・22 日㈬
午後１時～４時 30 分

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

秘 書 広 報 課 広 報
広聴係
☎ 497・1808

※市内在住・在勤
・在学の方対象。
※ ５月 16 日午 前
8 時 30 分 から受
け付け開始。

不動産取引相談 １日㈬午前９時 30 分～ 11 時 30 分土地建物登記（表示）・測量相談
人権身の上相談 １日㈬午後１時～３時
年金・労働相談

８日㈬午前９時 30 分～ 11 時 30 分防犯（犯罪被害者支援なども含
む）相談
登記（相続・遺言）相談 ８日㈬午後１時～３時 30 分
税務相談 15 日㈬午前９時 30 分～ 11 時 30 分相続・暮らしの手続相談
行政苦情相談 15 日㈬午後１時～３時
交通事故相談 22 日㈬午後１時～３時 30 分

直 母子・父子・女性相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前８時 30 分～午後５時

生活福祉課
☎ 492・5111（代表）

直 ☎ 子ども家庭相談 毎日（火曜日を除く）
午前９時～午後５時

子ども家庭支援センター
☎ 495・7701

予  ☎ 教育相談 毎週火～土曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時

教育相
談セン
ター

教育相談室
☎ 493・3526

（☎493・4122）
※電話予約は午
前９時から受け
付け。

予
ア
イ
レ
ッ
ク
相
談

一般相談
７日㈫・10 日㈮・21 日㈫・24 日㈮午
前 10 時～午後４時、２日㈭・16 日㈭

・30 日㈭午前 10 時～午後９時
男女共同参画センター

（アイレック）
☎ 495・7002
※電話予約は平日午前 8
時 30 分～午後５時。
※保育あり（要予約）。

DV 相談 １日㈬・８日㈬・９日㈭・15 日㈬・23
日㈭・29 日㈬午前 10 時～午後４時

働き方サポート相談 ３日㈮・17 日㈮午前 10 時～午後４時
法律相談 14 日㈫・28 日㈫午後２時～４時

直 ☎ 消費生活相談 毎週月～金曜日午前 10 時～午後４時
（正午～午後１時と祝日を除く）

消費生活センター
☎ 495・6212

直 清瀬・ハローワーク
就職情報室

毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時

クレア
ビル

（４階）

清瀬・ハローワー
ク就職情報室
☎ 494・8609

施
さ
れ
ま
す
。
５
月
20
日
㈮
ご
ろ

か
ら
事
業
所
な
ど
に
調
査
員
が
調

査
票
な
ど
の
配
布
に
伺
い
ま
す
の

で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
６
月
７
日
㈫
ま
で

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
回
答
で
き
ま

す
。
調
査
員
は
、
調
査
員
証
と
腕

章
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

文
書
法
制
課
統
計
係
☎

497
・
２
０
３
２

日
時　

５
月
30
日
㈪
午
後
２
時
～

都

市

計

画

審

議

会

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

水
と
緑
の
環
境
課
環
境

衛
生
係
☎
497
・
２
０
９
９

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

手
仕
事
ひ
ま
わ
り
様
（
１
万
１

千
573
円
）、
は
た
お
り
伝
承
の

会
様
（
１
万
200
円
）、
武
蔵
野

友
の
会
様
（
１
万
円
）、
郷
土

博
物
館
和
裁
教
室
様
（
６
千
100

円
）、
清
瀬
市
立
第
六
保
育
園
平

成
27
年
度
す
い
か
組
保
護
者
一
同

様
（
17
円
）、
ふ
れ
あ
い
募
金
箱

（
３
万
３
千
204
円
）、
匿
名
様
８
件

（
１
万
８
千
１
円
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
受
け
付
け
は
午
後
１
時
40
分
～
）

場
所　

健
康
セ
ン
タ
ー

議
題　

①
東
村
山
都
市
計
画
道
路

の
変
更
案
に
つ
い
て
②
東
村
山
都

市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
案

に
つ
い
て
③
東
村
山
都
市
計
画
地

区
計
画
の
変
更
案
に
つ
い
て

※
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
直
接

会
場
へ
。
定
員
10
人
（
希
望
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）。

問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ

く
り
係
☎
497
・
２
０
９
３

清

瀬

市

議

会

第
２
回
定
例
会
開
会

　

平
成
28
年
清
瀬
市
議
会
第
２

回
定
例
会
は
、
６
月
７
日
㈫
か

ら
左
表
の
と
お
り
開
会
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
時
間
は
、
議
会
運
営
委
員
会

（
午
後
２
時
～
）
を
除
き
、
い

ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
で
す
。

問
合
せ　

議
会
事
務
局
議
事
係

☎
497
・
２
５
６
７

24
㈮

17
㈮

16
㈭

15
㈬

13
㈪

10
㈮
９
㈭
７
㈫日

本
会
議（
最
終
日
）

議
会
運
営
委
員
会

建
設
環
境
常
任
委
員
会

福
祉
保
健
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議（
初
日
）
内
容

平

成

28

年

度

第
１

回

清
瀬
市
史
編
さ
ん
委
員
会

日
時　

５
月
30
日
㈪
午
前
10
時
～

場
所　

健
康
セ
ン
タ
ー

※
傍
聴
希
望
者
は
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　

市
史
編
さ
ん
室
市
史
係

☎
497
・
１
８
１
３

平
成
28
年
度
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク

チ
ン
予
防
接
種
費
用
一
部
助
成

対
象　

市
に
住
民
登
録
の
あ
る
、

平
成
27
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
28

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も

（
母
子
感
染
は
除
く
）

問
合
せ　

健
康
推
進
課
健
康
推
進

係
☎
497
・
２
０
７
５

　

軽
自
動
車
税
を
課
税
さ
れ
て
い

る
方
、
ま
た
は
生
計
を
一
に
す
る

方
が
障
害
者
手
帳
な
ど
を
交
付
さ

れ
て
い
る
場
合
、
軽
自
動
車
税
が

減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

手
帳
な
ど
の
等
級
に
よ
り
ま
す
の

で
、
詳
細
は
左
記
へ
。

申
請
期
限　

５
月
31
日
㈫

※
今
年
度
よ
り
減
免
基
準
を
都
自

動
車
税
の
基
準
に
合
わ
せ
、
等
級

な
ど
を
一
部
変
更
し
ま
し
た
。

問
合
せ　

課
税
課
市
民
税
係
☎

497
・
２
０
４
１

不
動
産
無
料
相
談
会

　

弁
護
士
・
税
理
士
・
建
築
士
な

ど
が
、
不
動
産
に
関
す
る
相
談
に

無
料
で
応
じ
ま
す
。

日
時　

５
月
24
日
㈫
午
前
10
時
～

午
後
４
時

場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　
（
公
社
）
全
日
本
不
動

産
協
会
東
京
都
本
部
多
摩
北
支
部

☎
042
・
452
・
７
１
０
０

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

　

シ
ニ
ア
の
た
め
の
穏
や
か
な
ヨ

ガ
レ
ッ
ス
ン
で
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
55
歳
以
上
の

方
。
定
員
40
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

日
時　

６
月
27
日
、
７
月
４
日
・

11
日
・
25
日
、
８
月
１
日
の
月
曜

日
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講
師　

日
本
カ
ル
チ
ャ
ー
ヨ
ガ
協

会
・
髙
橋
登
希
恵
氏

申
込
み
・
問
合
せ　

５
月
27
日（
消

印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

に
左
記
記
載
例
の
と
お
り
記
入

し
、
〒
204
│
０
０
２
１
元
町
１
│

２
│
11　

生
涯
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎

495
・
７
０
０
１
へ

52

※返信用の表には、あなたの住所・氏名を
記入してください。

シニアヨガ（夏）

１ 住所
２ フリガナ　氏名
３ 年齢
４ 電話番号 
　（連絡先）

204-0021

清瀬市教育委員会
教育部

生涯学習スポーツ課行

清瀬市元町１-2-11

往信用（裏） 往信用（表）

参加申込書 

【往復はがき記入例】 シ
ニ
ア
ヨ
ガ
（
夏
）

教
育
委
員
の
就
任
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
清
瀬
市
議
会
第
１
回

定
例
会
で
の
同
意
を
受
け
、
清
瀬

市
教
育
委
員
に
粕
谷
衛
氏
が
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
委
員
の
任
期
は
平

成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
32
年

３
月
31
日
ま
で
で
す
。

問
合
せ　

教
育
総
務
課
庶
務
係
☎

497
・
２
５
３
７

面
接
対
策
セ
ミ
ナ
ー

　

先
着
40
人
。

日
時　

６
月
９
日
㈭
午
前
10
時
～

正
午
（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
30

分
～
）

場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

※
詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
三
鷹
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

直
接
ま
た
は

電
話
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
三
鷹
職

業
相
談
部
門
☎
０
４
２
２
・
47
・

８
６
１
７
へ

　

清
瀬
市
歯
科
医
師
会
に
よ
る

「
歯
科
健
診
・
歯
み
が
き
練
習
・

フ
ッ
素
塗
布
」（
無
料
）
を
行
い

ま
す
。
塗
布
を
受
け
た
方
は
、
秋

に
再
塗
布
と
付
き
添
い
の
方
の
歯

科
健
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
１
～
３

年
生
。
定
員
200
人

日
時　

６
月
４
日
㈯
午
後
１
時
～

２
時
30
分

場
所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

※
申
込
み
は
５
月
16
日
～
31
日
に

歯
科
医
師
会
に
属
す
る
各
歯
科
医

院
へ
。（
当
日
申
込
み
可
）

問
合
せ　

清
瀬
市
歯
科
医
師
会
☎

494
・
６
８
０
５
（
月
・
水
・
金
曜

日
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
）

清
瀬
市
歯
科
医
師
会
「
歯
と

口
の
健
康
週
間
」
フ
ッ
素
塗
布

　

桜
山
展
望
台
（
埼
玉
県
入
間
市

大
字
下
谷
ケ
貫
）
を
訪
ね
ま
す
。

対
象　

運
動
制
限
が
な
く
日
ご
ろ

か
ら
継
続
的
に
散
歩
な
ど
の
運
動

い

き

い

き

ハ

イ

キ

ン

グ
５

㌔

コ

ー

ス

を
し
て
い
る
方

日
時　

５
月
24
日
㈫
午
前
９
時
30

分
（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
～
、

雨
天
中
止
）

場
所　

集
合
＝
清
瀬
駅
北
口
連
絡

通
路
、
解
散
＝
西
武
池
袋
線
仏
子

駅
（
埼
玉
県
入
間
市
仏
子
）

費
用　

50
円
（
保
険
料
・
運
営
費
。

交
通
費
は
別
途
自
己
負
担
）

持
ち
物　

昼
食
・
飲
み
物
・
雨
具
・

ハ
イ
キ
ン
グ
に
適
し
た
服
装
と
靴

※
直
接
集
合
場
所
へ
。

問
合
せ　

健
康
づ
く
り
推
進
員
・

中
村
☎
494
・
４
６
３
１

内
容　

①
「
知
っ
て
得
す
る
！　

第
２
回
健
康
大
学
講
演
会

大
腸
が
ん
」
講
師
＝
埼
玉
病
院
消

化
器
内
科
診
療
情
報
部
長
・
細
田

泰
雄
氏
②
「
大
腸
が
ん
は
予
防
で

き
る
!?　

あ
な
た
の
食
事
は
大
丈

夫
？
」
講
師
＝
埼
玉
病
院
栄
養
管

理
室
管
理
栄
養
士
・
田
所
真
紀
子

氏日
時　

６
月
９
日
㈭
午
後
２
時
～

４
時

場
所　

ア
ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル

※
直
接
会
場
へ
。
健
康
大
学
に
申

し
込
ま
れ
て
い
な
い
方
も
可
。
来

場
者
多
数
の
場
合
は
参
加
で
き
な

い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
推
進
課
保
健
サ
ー

ビ
ス
係
☎
497
・
２
０
７
７


